
 

 

別紙様式１  学校評議員による会議実施報告書                    

 

 
 
 

岐阜県立大垣養老高等学校  
              学 校 長   田 中   治 

                      学校住所   養老郡養老町祖父江向野1418-4  電話 0584-32-3161 

 

１ 会議の名称    平成２９年度 大垣養老高等学校 第１回学校評議員会 

                

２ 会議の構成    委    員  伊藤 勝代  岐阜県女性農業経営アドバイザー 

西脇 正博  特別養護老人ホーム白鶴荘施設長 

水野 成人  保護司、元泉地区長 

無藤 浩美  元本校ＰＴＡ役員 

安江 和仁  大垣共立銀行支店部情報渉外課課長 

（委員名は五十音順） 

オブザーバー  林 新太郎  同窓会長 

長屋 道幸  ＰＴＡ会長 

 

               学  校  側    田中  治  校長 

森田 英明  教頭 

谷   基  教頭 

牧野 雅則    事務部長 

水野 泰孝    教諭（教務主任） 

野田美奈子  教諭（生徒指導主事） 

田中  賢  教諭（進路指導主事） 

髙橋 百合  教諭（総合学科主任） 

箕浦  誠  教諭（農場長） 

小野 卓也  教諭（寮務主任） 

 

３ 会議の目的     大垣養老高校について地域を代表する方々から学校運営・改善のための意見

をいただき、地域からの支援・協力のもと、地域に根ざし、特色と活力のある

学校づくりを推進する。 

 

４ 会議の開催    平成２９年 ６月２０日（火） 13:30～15:30   

岐阜県立大垣養老高等学校 会議室 

                  委員３名、オブザーバー２名、学校側９名が出席 

 

５ 会議の概要  ・学校評議員委嘱書交付 

         ・岐阜県立学校の学校評議員の運営について 

         ・大垣養老高等学校の学校運営について 

・授業及び学校施設見学 

         ・生徒発表  総合学科 弁論大会最優秀者 

農 業 科 意見発表会最優秀者 

         ・意見交流 



 

 

（１）生徒発表の感想等 

 

意見１  総合学科の弁論大会や農業科の意見発表会のように、自己表現力を高める取組は、将来

の進路実現に向けて大変有効である。 

 

意見２  将来は、企業等と連携をしてオリジナル品種の開発に取り組んでほしい。 

 

意見３  高校生の段階で将来のビジョンをしっかり描いていることは、大変すばらしい。 

 

（２）本校の教育活動への提言等 

 

意見１  町内の保育園に勤めているが、卒業生が立派に働いている。地域で活躍できる人を育て

てほしい。 

 

意見２  今後いくつかの町が消滅していくと言われているが、労働力不足は深刻である。町の発

展のためにも、町を若い人に支えてほしい。 

 

意見３  総合学科と農業科の併置のメリットを教育課程の中で十分生かしてほしい。 

 

意見４  学校西側の通学路が冬季は真っ暗になるので、街灯の設置はできないか。 

 

６ 会議のまとめ  

   養老町に１校しかない高等学校として、将来の町を支える有為な人材をいかに育てるべきか、

貴重なご意見をいただくことができた。 

   今後は、総合学科、農業科併置校としてのメリットが十分発揮できるような教育活動を推進

していきたい。 


